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土間コンクリートの収縮ひび割れ抑制に関する
実験的研究
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Experimental Study on Shrinkage Control of Cracks in Dirt Floor Concrete 
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　拘束乾燥収縮ひび割れに関する実験からは、ひび割れ抑制対策として石灰石骨材を細・粗骨材とも

100％置換した場合が最も効果的で、石灰石骨材を他岩種骨材と混合使用しても、その混合比率に応じた

抑制効果が認められた。この場合、置換率が同じであれば細骨材より粗骨材の方が有効であった。細・粗骨

材のどちらか一方を石灰石骨材に50％置換することで、自由収縮ひずみの終局値はそれぞれ800×10-6以

下、700×10-6以下に抑えることが予測できた。

　乾式カッター目地工法の有効性確認実験からは、目地切断による断面欠損率15％程度で、かつ鉄筋を切

断しなくても、目地のひび割れ誘発効果は確認された。本工法による適切な目地切断時期は、圧縮強度が

3.5～10N/mm2程度の時期と考えられる。

結  論

　土間コンクリートの不具合（ひび割れ、反り、沈下等）は古くて新しい問題であり、それらは建物機能に直接

的な影響を与えていないが、程度が大きくなるとクレームとなってくる可能性がある。本報告は、土間コンク

リートに関する収縮ひび割れ抑制対策として効果あるとされている石灰石骨材を用いた場合の拘束乾燥収

縮ひび割れに関する実験と、近年、用いられることが多くなった乾式カッター目地の有効性に関する実験結果

を検討したものである。
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